
 
   

 

  
  

 

投句締切：令和 7 年 4 月 10 日（木） 消印有効
発　　表：令和 7 年 7 月 10 日（木） 発行
  　   入選作品集誌上にて ※令和７年 7 月下旬お届け

● 選者による選評座談会を７月下旬に開催、インターネット配信予定です。
配信の日程など、詳しくは7月10日発行の『入選作品集』とNHK学園ホームページ
にてお知らせいたします。

● ご投句の方には一組につき１冊『入選作品集』をお届けいたします。
● 特選・秀作ご入賞者には賞状を、大会大賞ご受賞者には賞状・トロフィーをお贈り

します。
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学校法人 NHK学園　俳句大会事務局
東京都国立市富士見台2-36-2　電話 042-572-3151（代表）
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▼ 点線を切り宛先として貼ると便利です。

〒 186-8001　
東京都国立市富士見台2-36-2
　

さくら俳句大会事務局

投 句 先
〒１８６-８００１
東京都国立市富士見台２-３６-２
ＮＨＫ学園 俳句大会事務局
【電話】 ０４２（５７２）３１５１（代表）
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＊投句要領は別紙をご覧ください。　＊個人情報は、入選作品集の作成と配布、ＮＨＫ学園俳句大会や通信講座のご案内に使用します。
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